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総
工
費
三
千
三
百
万
円

松
之
山
小
学
校
新
築
復
旧
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
屋
体
の
早
期
建
築
を
切
望

　
地
す
べ
り
に
よ
り
、
校
舎
の

一
部
を
と
り
壊
し
た
ま
ま
で
い

た
松
之
山
小
学
校
が
、
暮
の
十

二
月
二
十
五
日
新
築
復
旧
さ
れ

た
。

　
松
之
山
小
学
校
は
昭
和
三
十

九
年
四
月
地
す
べ
り
被
害
の
最

も
ひ
ど
い
北
側
四
教
室
を
と
り

壊
し
、
不
自
由
な
授
業
を
行
つ

て
い
た
が
、
同
年
六
月
九
日
の

町
議
会
で
新
築
が
決
定
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　
敷
地
工
事
は
高
橋
組
が
担
当

し
、
建
築
工
事
は
小
口
組
が
担

当
、
七
月
二
十
六
日
か
ら
着
工

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
所
要
経
費
は
、
校
舎
本
工
事

費
二
千
四
百
四
十
万
円
を
含
め

総
額
三
千
三
百
六
十
三
万
円
で

あ
る
。

　
こ
れ
に
対
す
る
国
庫
補
助
金

…
…
…
＝
笥
…
…
一
三
＝
…
一
…
…
…
一
…
＝

　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
一

一
千
五
百
八
†
万
円
起
債
八
○

○
万
円
の
見
込
で
あ
る
。

新
校
舎
は
延
四
百
四
十
五
坪
十

一
教
室
、
生
徒
数
二
百
二
十
八

名
で
、
新
春
一
月
八
日
か
ら
授

業
が
開
始
さ
れ
た
。

　
建
築
が
は
じ
ま
つ
て
以
来
、

当
局
の
現
場
責
任
者
と
し
て
、

十
二
月
二
十
三
日
の
竣
功
ま
で

の
べ
四
十
五
日
間
通
い
つ
、
、
つ
け

た
、
議
会
の
建
築
特
別
委
員
長

の
滝
沢
正
二
さ
ん
（
62
）
は
、

　
「
敷
地
の
選
定
で
新
山
へ
川

　
手
へ
な
ど
異
論
が
あ
り
手
間

　
ど
つ
た
が
、
結
局
、
松
之
山

へ
と
い
う
こ
と
で
円
満
解
決

し
た
わ
け
で
す
。

　
し
か
し
ご
承
知
の
よ
う
に

松
之
山
は
地
す
べ
り
の
中
心

地
で
も
あ
る
の
で
、
将
来
に

備
え
、
県
砂
防
課
を
は
じ
め

教
育
庁
な
ど
技
術
的
な
指
導

を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
コ

γ
ク
リ
ー
ト
は
無
理
だ
と
い

う
こ
と
に
な
つ
た
も
の
で
す

　
着
．
工
以
来
敷
地
工
事
は
勿

論
、
建
築
工
事
に
つ
い
て
、

地
一
兀
業
苦
の
格
段
の
御
協
力

と
極
め
て
良
心
的
な
．
取
り
組

み
を
い
た
だ
い
て
、
期
限
以

前
に
完
了
出
来
た
こ
と
を
心

よ
り
嬉
ん
で
お
り
ま
す
。

　
屋
内
運
動
場
が
、
な
い
の

…
…
＝
…
…
…
一
…
…
｝
…
三
…
一
三
…
三
…
…
三
一
二
…
…
三
…
…
一
≡
…
＝

．
麟

年
頭
の
挨
拶

強
い
意
地
と
意
欲
で
真
剣
に

取
り
組
み
た
い

　
　
濃
鯵

　
町
民
の
皆
さ
ん
、
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
こ
に
希
望
の
新
春
を
迎
え
る

に
当
り
、
皆
さ
ん
の
ご
清
福
と

ご
繁
栄
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

　
昨
年
は
松
之
山
地
す
べ
り
災

害
の
傷
あ
と
も
い
た
い
た
し
い

な
か
に
、
更
に
下
鍛
池
の
地
す
ー

ベ
リ
災
害
を
こ
う
む
り
ま
し
た

こ
と
は
当
時
を
ふ
り
か
え
り
見

て
被
災
老
と
も
ど
も
全
／
、
大
き

な
シ
ヨ
ツ
ク
で
あ
り
ま
し
た
。

今
思
う
も
背
筋
に
寒
さ
を
感
じ

る
く
ら
い
で
あ
り
ま
す
．

　
し
か
し
な
が
ら
国
、
県
等
関

係
各
機
関
並
に
社
会
的
ご
同
情

と
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

被
災
者
の
頑
張
り
に
よ
つ
て
、

災
害
も
目
、
取
少
限
度
に
く
い
と
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
．

不
幸
中
の
幸
と
中
し
上
げ
ま
し

よ
う
か
c

　
昨
年
は
そ
っ
直
に
申
し
て
前

…
半
朋
る
さ
は
全
く
な
か
つ
た
が

．
後
半
に
お
い
て
松
之
山
地
す
べ

り
も
至
極
静
か
に
な
り
防
止
工

・
事
と
復
旧
ユ
事
が
あ
わ
せ
て
施

行
で
ぎ
る
よ
う
に
な
り
懸
案
の

温
泉
堀
さ
く
も
成
功
の
う
ち
に

終
つ
た
り
し
た
点
で
明
る
い
面

も
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
年
度
当
初
に
お
い

て
は
災
害
対
策
や
災
害
復
旧
関

係
以
外
積
極
的
行
政
施
策
に
、

ち
ゆ
う
ち
よ
困
難
を
感
じ
た
所

新築復旧した松之山小学校

で
、
学
校
当
浩
は
勿
論
、
生

徒
も
不
自
由
な
授
業
を
し
て

い
る
わ
け
で
す
が
、
昭
和
四

十
年
度
に
は
是
非
建
築
で
ぎ

る
よ
う
、
地
元
民
と
共
に
強

く
望
ん
で
い
ま
す
に

　
黒
倉
分
校
も
落
成

　
松
之
山
小
黒
倉
分
校
が
昨
年

十
一
月
十
四
日
に
新
築
完
．
工
し

た
。
　
（
写
真
下
）

　
K
K
高
橋
組
の
請
負
で
同
年

八
月
か
ら
施
工
さ
れ
総
工
費
八

百
四
十
五
万
円
、
こ
の
う
ち
国

庫
補
助
金
百
九
十
万
円
起
債
四

百
五
十
万
円
で
あ
る
。

　
新
校
全
・
は
四

教
室
、
屋
．
内
運

一
動
場
を
含
め
百
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
　
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

日
か
ら
将
業
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
，
　
駕

は
じ
め
ら
れ
た

　
地
子
黒
倉
で

は
宿
願
の
校
全
・

灘
賊
驚
い 織

＋
羅
鴛
簿

　
　
　
　
帥
　
す
べ
り
は
じ

　
　
　
　
ロ

☆
月
㎜
腰
髭
振

　
　
　
　
ロ

　
　
．
正
㎜
迎
え
た
松
之
山

て
お
㎜
薙
糠

り
た
…
々
か
暑
種
工

ぶ
っ
㎜
継
鯵

年
．
叉
㎜
れ
て
い
る
・

三
ヵ
㎜
昭
和
三
＋
八

”
に
”
年
＋
遅
激
甚

・
我
㎜
蕩
松
之
坤

　
　
　
　
　
心
剖
で
は
　
一

☆　
　
　
　
　
日
に
六
・
九
、
・
・

　
　
　
　
　
リ
の
｝
糀
動
を
一
記
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…
…
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…
＝
笥

で
あ
り
ま
す
が
　
幸
に
園
、
県

の
適
切
な
、
こ
指
導
や
財
政
的
ご

援
助
と
皆
さ
ん
の
こ
理
解
あ
る

ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
黒
倉
分

校
の
改
築
、
藤
倉
線
の
改
’
良
工

事
、
汰
ご
ん
寺
原
牧
房
．
の
継
続

工
事
、
温
泉
の
堀
さ
く
威
は
公

共
事
業
の
、
の
び
に
対
す
る
諸

負
担
も
ま
か
な
つ
て
こ
ら
れ
た

事
は
ま
こ
と
同
慶
と
す
る
次
第

で
あ
り
ま
し
て
皆
さ
ま
方
の
積

極
的
な
ご
協
力
に
対
し
心
か
ら

ご
厚
礼
申
し
h
げ
ま
す
。

　
明
け
て
今
年
も
災
害
対
策
や

災
害
処
理
の
事
業
に
努
力
を
傾

注
す
る
と
と
も
に
積
極
的
施
築

面
も
考
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
が

昨
年
よ
り
吏
に
諸
物
価
の
高
謄

や
も
ろ
も
ろ
の
情
勢
が
変
つ
て

参
つ
て
お
り
ま
す
の
で
、
非
常

に
因
難
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
も

の
で
あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
な

が
ら
他
町
村
に
遅
れ
て
な
ら
じ

と
す
る
意
地
と
意
欲
を
燃
や
し

て
山
積
す
る
諸
問
題
と
真
剣
に

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
決
意
で

あ
り
ま
す
。

　
ど
う
か
此
の
上
と
も
町
民
の

皆
さ
ん
か
ら
変
わ
ら
ざ
る
御
支

援
御
べ
ん
た
つ
を
お
願
い
申
し

上
げ
新
年
の
御
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

　
　
四
〇
、
一
、
一

　
　
　
町
長
　
佐
藤
重
孝

松
之
山
地
ず
べ
り

録
し
て
被
災
者
を
．
絶
望
の
ど
ん

底
に
追
い
込
ん
だ
が
、
幸
い
に

も
各
方
面
か
ら
の
い
ち
早
い
援
…

助
に
よ
り
昭
和
三
十
七
年
か
ら

三
十
九
年
ま
で
に
、
各
種
調
査

杭
打
工
、
集
水
井
工
を
中
心
に

約
三
億
八
千
万
円
の
対
策
工
事

が
施
工
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
工
事
の
効
果
と
相
俣

つ
て
最
近
に
お
け
る
流
動
記
録

は
、
　
一
ヵ
月
に
二
～
三
ミ
リ
程

度
で
一
段
と
落
付
い
た
状
態
に

な
つ
て
い
る
。

　
関
係
部
落
の
総
代
さ
ん
e
つ

ぎ
の
よ
う
に
語
つ
て
い
る
。

　
松
之
山
部
落
総
代
村
山
庫
造

（
7
0
才
）
さ
ん
は

　
三
年
ぶ
り
に
我
に
か
え
つ
た

　
鱗
鳳

　
　
　
灘
離
襲
電
．

お
正
月
を
迎
え
た
と
い
う
こ
と

で
し
よ
う
ね
。

　
こ
と
し
は
赤
羽
根
、
尖
石
な

ど
四
地
区
約
二
十
五
町
歩
の
耕

地
復
旧
も
は
じ
ま
る
予
定
に
な

つ
て
い
る
の
で
、
工
事
の
関
係

で
更
に
作
付
出
来
な
い
田
も
出

て
く
る
が
、
気
持
を
新
に
し
て

復
旧
の
為
に
皆
さ
ん
か
ら
頑
張

つ
て
も
ら
い
た
い
と
念
願
し
て

い
・
、
議
す
」

　
夫
年
は
実
を
友
事
に
し
て
貯

え
る
年
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

か
ら
財
布
の
口
を
し
め
て
努
力

　
　
　
　
　
　
ぴ

．
藁
て
し
ま
ず
。

　
今
後
耕
地
復
旧
と
と
も
に
出

て
く
る
一
つ
の
心
即
事
は
兎
角

あ
り
が
ち
な
、
所
有
地
の
境
堺
紛

争
の
こ
と
で
す
。
人
そ
れ
ぞ
れ

に
異
つ
た
立
場
と
言
い
分
も
充

分
あ
る
と
存
じ
ま
す
が
、

　
兎
に
角
こ
れ
ま
で
の
大
試
練

を
乗
り
越
え
た
部
落
の
方
々
は

賢
朋
な
判
断
力
と
、
強
い
忍
耐

力
で
、
す
ベ
イ
．
を
復
興
の
大
義

に
た
つ
て
立
派
に
解
決
し
て
下

さ
る
こ
と
を
信
じ
て
い
ま
す
。

　
関
係
各
位
の
ね
ん
ご
う
な
ご

指
導
を
切
に
お
願
い
す
る
次
第

　
で
す
。

　
光
問
部
落
総
代
小
野
塚
肇
さ

ん
（
39
）
才
は

　
　
「
全
体
と
し
て
は
昨
年
よ
り
．

　
ず
つ
と
良
い
わ
け
で
す
が
、

　
　
　
か
み
て
の
　
は
ま
だ
　

一
変
ら
ず
で
、
昨
年
澄
住
宅

　
の
補
修
を
や
つ
た
ば
か
り
な

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
三
年
間
の
う
ら
に
、
耕

地
も
荒
ン
、
住
宅
も
壊
れ
て
了

い
ま
し
た
、
叉
昭
和
三
十
八
年

の
お
、
虚
月
は
三
日
の
朝
か
ら
避

難
の
家
移
り
で
部
落
中
が
大
揺

れ
に
、
お
の
の
い
た
年
で
し
た

　
　
　
礁

　
　
　
　
軍

　
麹
群

　
　
　
　
難

　
簾
　
　
　
蝋

　
　
　
　
電
ざ

糞
響
慧

難

降雪の中で防止■事　光間で写す

　
　
　
ダ
3

の
に
も
う
一
～
二
寸
も
す
き

問
が
出
来
る
と
い
う
状
態
で

今
後
ま
た
新
に
住
宅
補
修
を

要
す
る
も
の
も
出
る
可
能
性

も
あ
η
ま
す
の
で
、
補
修
費

補
助
を
早
々
に
打
ち
切
る
と

い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し

て
も
ら
い
た
い
o

　
防
止
工
事
は
お
蔭
で
、
目

下
集
水
井
工
事
や
排
水
路
工

事
を
施
工
し
て
い
た
だ
い
て

　
　
議
義
、
，

い
ま
す
が
、
光
間
は
地
下
水

位
が
非
常
に
高
い
と
こ
ろ
で

ど
こ
を
掘
つ
て
も
す
ぐ
水
が

吹
き
出
す
と
い
う
状
態
で
す

か
ら
、
集
水
井
を
部
落
の
中

央
部
に
も
ど
う
し
て
も
作
つ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
耕
地
復
旧
は
、
本
年
中
に

二
地
区
十
四
町
九
反
（
被
害

の
七
十
％
）
を
施
工
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
つ
て
お
り

　大い

に
朝
待
し
部
落
で
も
張

　
り
切
つ
て
い
ま
す
。
し
か
し

　
こ
の
出
労
人
夫
の
調
達
が
ま

　
た
悩
み
の
種
で
す
が
、
幸
い

　
隣
の
松
口
部
落
か
ら
精
々
ご

　
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
い

　
ま
か
ら
お
願
い
し
て
い
る
次

　
第
で
す
」

松
之
山
地
す
べ
り
に
よ
る
主
な

被
害取

壊
し
住
宅
　
二
九
棟

土
蔵
な
ど
　
　
　
五
〃

学
校
　
　
　
　
　
一
一
〃

公
共
施
設
（
学
校
を
除
く
）

　
　
　
　
　
　
八
〃

立
ち
退
ぎ
指
示
八
O
戸

水
田
被
災
面
積
一
二
二
町

畑
　
〃
　
　
　
一
一
一
町

町
道
被
災
延
長
六
七
〇
五
米

農
道
〃
　
　
　
四
九
一
六
米

耕
地
復
旧
ぞ
く
く
と

　
新
山
七
二
％
兎
口
六
八
％
湯
山
五
二
％

　
地
す
べ
り
に
よ
り
耕
地
に
対

し
最
も
大
き
な
被
害
を
う
け
た

兎
口
、
新
山
、
松
之
山
、
光
間

湯
山
、
水
梨
の
各
部
落
の
う
ち

兎
口
、
新
山
、
湯
山
地
区
は
本

年
八
月
か
ら
町
営
で
本
格
的
な

復
旧
工
事
が
は
じ
め
ら
れ
た
o

　
時
節
柄
ど
こ
の
部
落
で
も
人

夫
が
足
り
な
く
て
、
部
落
内
で

は
強
制
割
当
を
や
る
ほ
か
隣
部

落
の
協
力
な
ど
を
碍
て
新
山
で

は
十
一
月
中
に
、
兎
口
の
水
頭

地
区
で
は
十
二
月
中
に
工
事
を

完
了
し
た
。

　
湯
山
と
兎
口
の
南
田
地
区
は

降
雪
の
た
め
工
事
が
遅
れ
、
終

復旧割当

　　　72％

　　　68％

　　　52％

復旧面積被災面積

新山7町1反2セ　5町1反2セ

7．9．8兎口1L8．0

5．9．1湯山98．6

一
る
の
は
明
春
に
な
る
見
込
で
あ

る
o

　
復
旧
面
積
別
項
の
と
お
り

　
（
町
営
分
の
み
）

昭
和
四
十
年
度
の
耕
地

復
旧
事
業
二
千
万
円

　
昭
和
四
十
年
度
に
お
い
て
施

工
を
要
望
さ
れ
て
い
る
耕
地
復

旧
ヵ
所
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ

る
が
、
着
工
が
決
定
す
る
の
は

明
春
五
月
頃
に
な
る
模
様
で
あ

る
o

　
光
間
二
地
区
十
四
町
九
反
松

之
山
四
地
区
二
十
五
町
四
反
湯

山
一
地
区
三
十
七
町
六
反
新
山

一
地
区
八
町
八
反
兎
口
四
町
四

反
黒
倉
一
地
区
五
町
二
反
下
服

池
一
地
区
六
反
農
道
二
本

こ
の
工
事
費
は
お
よ
そ
二
千
万

円
と
な
つ
て
い
る
。

謹
賀
新
年

松
之
山
議
会
議
長

　
　
村
山
政
光

松
之
山
議
会
副
議
長

　
小
野
塚
吉
三
郎

　
　
他
議
員
一
同

一59一
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－
二
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
緑
一
色
に
1

大
嚴
寺
原
牧
場
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
管
理
は
農
協

　
繁
殖
供
用
牛
の
育
成
場
と
し

て
更
に
観
光
開
発
の
一
環
と
し

て
、
大
厳
寺
原
牧
場
造
成
は
去

る
三
十
六
年
に
着
手
さ
れ
た
が

四
年
目
に
あ
た
る
本
年
漸
く
完

成
し
た
。
米
以
外
に
某
斡
作
目

と
し
て
固
定
傘
る
迄
に
到
つ
で
、

い
な
い
本
町
農
業
の
現
状
の
中

で
、
和
牛
の
生
産
を
、
強
力
に
推

進
し
よ
う
と
計
画
し
四
年
間
の

継
続
事
業
と
し
て
こ
こ
に
完
成

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
の
二
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
工

事
施
行
に
あ
た
り
ブ
ル
ト
ー
ザ

ー
四
一
〇
ア
ワ
メ
ー
タ
ー
耕
転

機
延
八
四
日
土
改
資
材
七
三
ト

ソ
牧
草
種
子
五
七
九
砥
人
夫
一

七
三
三
人
を
要
し
、
総
事
業
に

お
い
て
は
三
八
七
五
、
九
九
九

円
内
補
助
金
一
二
六
〇
、
五
〇

〇
円
と
な
つ
て
い
る
。

　
去
る
七
月
一
日
（
快
晴
）
現

地
に
お
い
て
中
川
県
議
、
上
越

支
庁
内
藤
産
業
課
長
、
柳
松
代

町
長
等
各
団
体
代
表
並
び
に
佐

藤
町
長
は
じ
め
町
内
関
係
者
総

で

員
一
五
〇
名
が
出
席
し
、
盛
大
営
を
町
内
曲
、
辰
業
協
同
組
合
に
委

鎌
雛
撒
篠
碕
薩
．
醇
離
鎌
鶴
靴
獣

般
農
家
か
ら
利
用
し
て
い
た
だ

く
事
に
た
る
が
、
こ
の
管
理
運

光
開
発
の
一
環
と
し
て
充
実
を

図
る
よ
う
望
ま
れ
て
い
る
。

　
　
ふ
き
上
げ
る
89
度
の
熱
泉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
光
の
基
盤
充
実
へ

　
地
下
二
百
六
十
三
、
七
米
で
十
リ
ツ
ト
ル
の
熱
泉
が
、

・
摂
氏
八
＋
九
度
、
毎
分
三
百
六
一
上
げ
た
、

　
多
，
糞
雛

馨難、

　
　
　
　
　
吹
ぎ

咋
年
九
月
三
十
日
の

一こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
温
泉
は
、
松
之
山
町
観

一光
協
会
が
、
松
之
山
温
泉
の
増

湯
を
図
る
た
め
に
、
昭
和
三
十

一
七
年
か
ら
県
企
業
振
興
課
の
指

導
を
う
け
て
調
査
を
す
す
め
て

ぎ
た
も
の
で
あ
り
、
昭
和
三
十

、
九
軍
五
月
の
同
協
会
総
会
で
、

［
掘
さ
く
が
決
定
、
八
月
一
日
、
工

篇
ゴ
ニ
面
五
十
万
で
日
本
さ
く
泉

…
新
潟
支
店
の
請
負
で
施
工
し
た

て
の
で
あ
る
。

一
期
待
以
上
の
大
成
効
に
地
元
を

一
は
じ
め
関
係
者
一
同
は
お
お
よ

㎜
ろ
二
び

一　
目
ド
、
こ
の
新
し
い
温
泉
は

、
旧
温
呆
に
増
加
さ
れ
、
各
旅
舘

一
へ
配
湯
す
る
ほ
か
、
約
半
分
の

　　　　騨鷲纒、

県外容をよぶ松之山温泉の

さいの神とすみ塗（湯1｛）で

…
≡
一
…
≡
≡
≡
一
一
…
≡
一
≡
…
≡
＝
一
≡
一
≡
…
≡
…
…
騨
…
≡
…
…
…
一
一
p
…
…
≡
≡
…
一
一
≡
＝
…
…
…
≡
一
…
…
≡
…
…
≡
一
…
≡
…
…

駐
新
年
に
当
り
紅

町
振
興
の
地
歩
を
力
強
く

　
　
　
　
　
総
文
委
員
長
本
山
林
［

　
新
春
に
当
た
り
皆
様
の
御
健

庚
と
御
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま

す
。
省
み
て
昨
年
は
日
本
最
大
㎜

な
ケ
ー
ス
と
い
う
地
す
ぺ
り
の

中
に
も
復
興
の
た
く
ま
し
い
息
・

吹
ぎ
を
強
く
感
ぜ
ら
れ
る
年
で

あ
り
ま
し
た
。

　
即
ち
、
ま
ず
松
之
山
中
学
校
一

舎
が
湯
山
地
内
に
鉄
筋
本
建
築

で
ス
マ
ー
ト
な
姿
，
を
緑
の
ブ
ナ

林
の
中
に
見
せ
て
、
生
徒
が
こ

こ
へ
移
り
、
松
之
出
小
学
校
本

校
舎
の
新
築
し
ゆ
ん
工
と
黒
倉

分
校
の
落
成
等
、
被
災
、
老
朽

校
舎
の
新
築
で
伸
び
ゆ
く
児
童

生
徒
に
隠
惨
な
地
す
べ
り
災
皆

の
ご
と
に
こ
わ
れ
た
夢
を
新
し

い
イ
メ
ー
．
シ
に
喜
び
．
男
ん
で
学

ぶ
目
々
と
す
る
事
が
出
来
た
の

一
は
町
民
と
共
に
喜
ぶ
事
柄
の
第

一
と
い
え
よ
う
。
一
部
分
を
除

い
て
地
す
べ
り
も
殆
ど
動
き
を

見
せ
ず
、
集
水
井
、
パ
イ
ル
打

ち
込
み
、
え
ん
堤
工
事
と
防
庄

対
策
の
積
極
推
進
、
失
わ
れ
た

排
地
の
復
旧
は
各
地
区
に
茂
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
￥

『
と
離
備
さ
れ
、
　
「
ベ
ト
」
へ
の

い
　
い
　
　
に
　
　
を
　
て
め
れ

票
つ
た
撲
に
薪
し
い
夢

↑
を
も
た
せ
、
本
郡
唯
一
の
温
泉

㎜
源
を
も
つ
町
と
し
て
、
地
す
べ

，
一
り
被
災
に
打
ち
の
め
さ
れ
た
中

『
に
も
温
泉
堀
さ
く
第
二
・
、
ケ
泉
を

瓦
力
、
新
規
開
発
を
目
ざ
し
て

一
ー
丁
．

い
　
　
ハ
ぎ
　
へ
　
　
　
ち
む
ポ
ル
　
　

一
へ
大
霞
黎
集
す
あ
と

し
て
は
大
ご
ん
寺
．
原
牧
場
の
完

　
成
等
、
地
す
べ
り
被
災
に
打
ち

｛
の
め
さ
れ
た
中
に
、
相
像
も
出

　
来
ぬ
た
く
ま
し
い
闘
魂
に
新
し

一
い
明
日
の
松
之
山
を
つ
く
る
素

㎜
地
が
築
か
れ
た
年
で
あ
つ
た
と

ユ
　
ら
れ
よ
う
　

一
私
は
松
之
川
町
民
の
底
知
れ

『
繍
鰭
紹
警
驚
論
蝋

だ
い
．
こ
の
情
勢
重
に
結
集

．
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
Q

湯
量
が
余
る
の
で
、
こ
れ
を
新

規
業
者
に
分
湯
す
る
計
画
で
あ

る
o

に
観
光
基
盤
整
備
事
業
に
還
え

し
て
、
新
し
く
宅
地
造
成
を
図

も
議
蕪
灘
霧
鵯
倣
懲
て

職
業
短
期
訓
練
所
開
所
式

　
一
月
七
日
上
越
職

業
訓
練
所
松
之
山
短

期
訓
練
所
の
入
所
式

が
松
之
山
町
仮
設
住

｝
宅
で
、
高
松
高
田
職

安
所
長
糀
沢
上
越
職

業
訓
練
所
長
等
が
参

席
し
て
行
わ
れ
た
o

　
　
　
ル
は
　
　
　

一
男
氏
（
5 5
才
）
ほ
か

『十
一
名
う
ち
松
代
町

か
ら
一
名
、
講
師
は

［
松
之
山
み
の
や
小
ロ

一
和
男
氏
で
、
三
月
末

『
ま
で
、
木
工
科
の
速

成
訓
練
を
う
け
る
。

こ
の
訓
練
所
は
、

へ［
“
尽
レ
‘
一
し
て
、

『
昨
年
は
待
望
”
〈
し
か
つ
た
北

…
越
線
鉄
道
の
方
線
が
決
症
さ
れ

三
秀
円
の
調
査
費
宣
痛

地
の
一
部
買
収
が
な
さ
れ
た
よ

．
う
で
あ
る
。
こ
の
鉄
道
は
不
幸

に
も
　
　
　
ゆ
　
す
ヘ
ロ
ヘ
り
し
の

一
た
め
、
コ
7
ス
を
北
線
と
決
定

一
さ
れ
た
が
、
し
か
し
駅
’
．
の
問

一
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

・
題
は
飽
く
ま
．
で
も
地
域
，
歩
の

「一
大
局
に
立
っ
て
決
定
を
見
る
よ

皿
　
　
－
　
‘
1
・
ー

一
之
力
強
擁
、
、
窃
ヨ
ガ
な
さ
れ
ま

し
マ
．
本
年
以
篇
民
．
取
組
ん
で
ゆ
く

　
べ
く
　
　
と
し
で
サ
ホ
　
ゆ
　
ぼ

万
屋
籍
築
松
之
躍
帯
の

一
街
路
、
被
災
家
量
の
整
傭
、
役

「π
勿
庁
舎
新
築
業
大
き
な
問
題
が

山
積
し
て
お
る
。

一
従
つ
て
執
往
、
ゆ
も
宣
饗
も
各

．
機
関
も
町
民
も
、
こ
ん
然
一
体

と
な
り
新
し
い
町
．
つ
く
り
構
想

嶋
」
、
ヤ
」
れ
。
か
復
聞
ハ
ヘ
甲
へ
敢
’
な
取

り
組
み
を
す
る
昭
和
四
十
年
を

　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
地
す

・
、
、
へ
り
被
災
者
の
転
職
指
田
、
導
の
一

　
　
　
　
　
中
高
年
令
者
を
対

象
に
昨
年
か
ら
開
所
さ
れ
た
も

一
の
で
本
年
が
第
二
回
目
で
あ
る

㎜
な
お
訓
練
生
に
は
技
能
修
得
手

皿
当
と
し
て
日
額
四
百
五
十
円
が

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い

戸
る
、

＝
＝
“
二
嘔
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
一
二
＝
＝
＝
一
＝
一
＝

．
迎
え
た
事
を
年
頭
の
斬
．
H
い
と
す

．
べ
き
で
あ
る
し
、
こ
の
駅
告
と

松
之
田
湿
泉
間
は
無
雪
道
路
が

皿
新
設
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

婆
通
が
文
化
圏
建
誰
の
主
役
を

占
め
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
我

々
の
地
帯
は
太
陽
の
な
い
へ
き

地
帯
で
、
あ
っ
た
、
鉄
　
　
厚
設
の

＝
実
現
は
こ
の
地
帯
を
一
躍
世
に

〆
・
㌧
パ
γ
ッ
フ
す
る
多
く
の

一

も
の
を
も
つ
地
帯
に
し
て
し
ま

う
で
あ
b
う
、

　

［
　
松
之
出
、
兎
口
の
二
湯
に
加

…
え
¶
山
’
浦
田
と
識
泉
源
を
も

つ
松
之
山
町
は
こ
の
泓
泉
都
落

の
関
発
で
長
野
の
．
平
緬
帽
温
尿
郷

㎜
上
越
線
湯
沢
温
泉
地
帯
、
妙
高

．
温
泉
郷
の
中
間
に
国
鉄
北
越
線

．
沿
線
温
呆
郷
と
し
て
杢
長
観

『
光
地
帯
の
役
割
を
果
す
に
充
分

　
な
も
の
が
あ
る
ロ

｝
長
野
の
温
轟
と
結
び
信
越

『
千
の
坂
ス
キ
ー
場

一
開
き

葱
塁
墾
纏

［
千
の
坂
葦
傷
び
ら
き
が
、

獲
煽
鞭
藷
鰹

　
れ
ヤ
リ
す
べ
り
が
　
わ
れ
た
の

」
の
ス
柔
超
初
簑

…
≡
≡
≡
…
＝
≡
一
…
…
≡
＝
三
＝
；

一
国
境
野
々
海
高
原
を
開
発
、
松

τ
黙
泉
ブ
・
ッ
ク
と
結
び
、

「汽
南
町
の
観
光
意
慾
と
握
手
、

一
方
、
海
の
街
粕
崎
と
結
ぶ
時

　
　
　
　
の
は
な
　
　
　
　
　
と

「
て
繋
霧
に
多
く
の
新
を

一
指
向
さ
る
べ
蚤
・
」
問
題
点
が
あ
る

πヌで

あ
ろ
う
。

　
温
泉
が
あ
り
、
ガ
ス
を
も
ち

石
油
が
あ
り
、
亜
炭
を
も
つ
松

一
之
臣
は
正
に
現
状
で
は
地
下
資

「
源
の
豊
庫
ヘ
ア
グ
ラ
を
か
い
て

｝
冬
眠
し
て
お
る
と
い
う
も
の
で

［
あ
る
。
一
つ
に
か
か
つ
て
北
越

｛
線
の
実
現
こ
そ
我
々
の
嘱
望
す

｝
る
葵
奄
の
で
脅
、
昭
和

『
四
†
第
を
契
機
と
し
て
、
へ
き

『
地
帯
松
之
山
振
興
の
夢
へ
一
歩

二
歩
前
進
す
る
地
歩
を
か
た
め

㎜
て
行
く
年
と
し
て
難
問
山
積
ヘ

ア
強
叢
菰
ん
で
ゆ
建
い

『
も
の
で
あ
る
e

雛
講
擬
蜂
巴

う
お
客
の
要
望
に
応
え
て
松
、
7
』
㎜

麟
購
継
購
妻

直
営
事
業
で
造
成
し
た
も
の
で
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
る
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
会
教
育
委
員
そ
ろ
う
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

　
社
会
教
育
委
負
は
一
名
欠
に
一

な
つ
て
い
た
が
、
佐
藤
正
徳
さ
　
　
木
年
度
は
「
社
会
教
育
」
と

ん
（
前
浦
田
農
協
組
合
長
）
が
　
「
社
会
教
育
委
員
の
職
務
」
に

就
任
し
た
。
互
選
の
結
果
　
　
　
つ
い
て
研
究
す
る
こ
と
に
な
り

　
議
　
長
　
佐
藤
正
徳
　
　
　
　
王
越
教
育
暫
務
所
の
北
島
社
会

　
副
議
長
　
相
沢
達
雄
　
　
　
一
教
育
主
事
を
招
い
て
、
研
究
協

の
両
氏
に
き
り
㎡
髪
轡
～
た
毒
地
区
や
県
の

（
松
之
山
中
）
、
島
田
節
子
、
一
規
模
で
の
社
会
教
育
委
負
の
会

丸
毘
一
湧
）
の
琵
で
濟
碍
す
る
釜
森
要

賛
看
が
そ
ろ
つ
た
・
　
一
と
2
詮
か
か
つ
た
・

下蝦池地すべり

　
一
尽
、
夜
に
し
で
、
十
町
歩
の
湖

水
を
つ
く
つ
た
下
鍛
池
地
す
、
、
へ

り
は
、
松
之
山
地
・
、
漢
へ
り
と
は

そ
の
速
度
に
お
い
て
全
く
対
象

的
で
あ
つ
た
。

　
し
か
し
乍
ら
被
害
が
耕
地
三

十
二
町
歩
、
県
道
約
四
百
米
に

と
ど
ま
り
、
住
宅
地
域
に
拡
大
．

し
な
か
つ
た
こ
と
が
、
不
幸
中

の
幸
と
も
い
う
べ
き
か

　
　
　
ヤ
の
ベ
チ
の
ぢ
　
の
ぴ
ロ

翫
員
篠
窪
よ
つ
扁
さ

く
さ
れ
た
排
水
路
は
昨
年
五

月
．
工
事
費
四
千
六
百
万
円
で
前

　

一
田
建
設
に
よ
つ
て
着
工
さ
れ
、

一
既
に
河
川
復
旧
は
出
来
上
つ
た

「
、

が
　
今
後
護
…
．
κ
工
事
が
施
工
さ

れ
る
予
定
と
な
つ
て
い
る
。

下
服
池
部
落
総
代
鈴
木
武
信

　
（
娼
才
）
さ
ん
談

　
　
　
　
　
は
　
　
も
　
め
て

［
四
士
芦
あ
う
霧
地
関
係

千
四
百
人
の
労
力
を

　
　
　
　
　
　
の
ん
掩
川
は
復
潤

　
　
　
ま
た
れ
る
県
道
と
耕
地
の
復
旧

　
　
　
　
　
　
曽
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
獣
あ
？
ま
し
た
。

者
は
三
十
戸
で
面
積
は
約
二
十
一

五
町
歩
位
、
こ
の
ほ
か
ま
だ
水
・

田
八
反
畑
二
反
は
冠
水
し
て
い

　
・
て
の
後
関
係
当
局
の
お
骨
折

り
で
、
あ
の
川
巾
を
九
メ
ー
ト

ル
に
し
て
い
た
だ
ぎ
ま
し
た
し

エ
ン
一
一
ノ
イ
も
新
規
に
一
つ
作
2

て
い
た
だ
き
、
川
巾
も
以
前
よ

り
い
く
ら
か
広
く
な
つ
た
わ
け
ー

で
す
。

　
地
元
と
し
て
は
、
第
一
に
川

・
を
、
そ
の
つ
ぎ
に
県
道
を
そ
し

て
耕
地
の
復
田
を
と
望
ん
で
い

ま
す
。

　
つ
ぶ
れ
た
耕
地
に
つ
い
て
は

下
籔
池
と
し
て
は
一
番
場
所
柄

も
よ
い
し
、
そ
れ
に
全
般
的
に

所
有
耕
地
が
す
く
な
い
の
で
、

出
来
う
る
限
り
耕
地
に
復
旧
し

て
ほ
し
い
と
切
望
し
て
い
ま

す
．

　
あ
の
当
時
を
顧
み
て
思
う
こ

と
は
、
一
家
の
中
心
と
な
る
人

達
が
失
業
保
険
の
関
係
で
殆
帰

郷
し
て
い
な
か
つ
た
の
で
、
地

一
．
兀
か
ら
の
動
員
人
員
が
極
め
て

す
く
な
く
て
ど
う
し
よ
う
も
な

か
つ
た
Q

　
だ
か
ら
被
災
者
の
細
か
い
心

配
に
も
な
か
な
か
手
が
届
か
ず

色
々
ご
迷
惑
も
お
か
け
し
て
し

．
柔
つ
た
訳
で
す
。

・
そ
れ
と
対
策
本
部
の
指
揮
系

統
が
ち
よ
つ
と
と
ま
ど
つ
た
感

し
か
し
、
お
蔭
様
で
、
地
一
兀
か

ら
の
．
要
望
は
、
殆
、
取
り
上
げ
て

も
ら
つ
た
の
で
、
感
謝
し
て
い

ま
す
）
へ
！
後
耕
地
の
復
旧
ま
で

お
互
い
に
頑
．
張
る
つ
も
り
で
す

　
東
川
部
落
総
代
小
野
塚
熊
太

郎
へ
5
1
才
）
さ
ん
談

　
被
災
戸
数
は
全
部
で
十
六
戸

で
し
た
が
、
こ
の
う
ち
耕
地
を

す
つ
か
り
や
ら
れ
て
し
ま
つ
た

も
の
は
三
戸
で
す
。

・
，
㌔
『
魎
・
、
言
．
一
（
一
、
；
げ
’
「
一
～
》
一
ρ
一
．
・
、
・
二
も
ノ
㌦

　
問
　
耕
地
の

災
害
復
旧
事
業

に
対
す
る
国
の

補
助
率
に
つ
い

て
簡
単
に
お
知

ら
せ
下
さ
い
。

　
匁
・
災
壁
口
の

発
生
し
た
年
度

に
よ
つ
て
国
の

補
助
率
は
異
り

ま
す
が
、
昭
和

三
十
七
年
及
び

昭
和
三
十
八
年
は
農
地
に
六

六
・
九
％
～
八
七
。
二
％
農
用

｝
　
い
づ
れ
も
兼
業
農
家
で
す
か

ら
そ
の
為
に
直
接
ど
う
な
つ
た

と
い
う
程
の
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
今
で
は
工
事
の
日
雇
に
出
た

り
し
て
皆
ん
な
ど
う
や
ら
凌
い

で
い
ま
す
。

　
部
落
と
し
て
の
直
接
的
な
出

費
と
し
て
は
被
災
家
屋
一
戸
千

円
の
見
舞
金
が
主
な
も
の
で
す

　
こ
の
あ
と
冠
水
し
て
覆
土
し

た
耕
地
の
復
旧
が
残
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
す
が
、
幸
い
耕
地
事

務
所
長
さ
ん
か
ら
も
理
解
あ
る

復
旧
計
、
画
の
話
も
聞
か
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
で
の
、
関
係

者
は
よ
ろ
こ
ん
で
い
ま
す
。
出

来
ま
し
た
ら
今
年
の
作
付
に
問

に
　
う
よ
う
に
　
み
す
る
こ
と

一
を
ね
湾
て
い
享
．

　
地
す
べ
り
災
害
の

　
記
録
編
集
計
画

　
町
文
化
財
調
査
委
員
会
は

「
松
之
山
地
す
。
へ
り
」
を
中
心

と
し
た
地
す
べ
り
に
つ
い
て
総

合
的
な
記
録
の
編
集
に
と
り
か

つ
た
。

　
多
数
の
住
民
に
悲
惨
な
打
撃

を
与
え
た
松
之
川
地
す
、
、
へ
り
の

資
料
は
貴
重
な
も
の
で
、
行
政

上
で
の
資
料
、
自
然
科
学
の
面

か
ら
の
調
査
資
料
、
被
災
者
の

立
場
か
ら
の
資
料
な
ど
を
整
理

し
て
編
集
さ
れ
る
が
、
こ
の
大

災
害
を
忠
実
に
ま
と
め
る
に
は

大
変
な
仕
事
で
あ
り
、
文
化
財
■

調
査
委
貝
会
は
関
係
各
位
か
ら

の
御
協
力
を
お
ね
が
い
し
て
い

る
o

ご
ニ
ず
ノ
ド
ご
ユ
ン
ち
ぐ
ヤ
ジ
ち
く
ご
つ
ニ
ノ
コ
ニ
エ
き
も

施
設
に
七
九
・
三
％
～
九
七
・

五
％
と
な
つ
て
お
り
昭
和
三
十

九
年
は
農
地
八
六
・
二
％
の
見

込
で
す
。

　
尚
今
回
の
地
す
．
、
へ
り
復
旧
に

つ
い
て
は
町
が
事
業
主
体
ど
な

つ
て
い
る
の
で
国
庫
補
助
の
残

全
額
を
町
が
国
に
起
債
し
、
国

は
そ
の
起
債
額
の
九
五
％
に
対

し
て
一
兀
利
補
給
を
し
て
く
れ
ま

す
。

　
で
す
か
ら
町
で
は
残
り
の
五

％
を
支
弁
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に

な
つ
て
い
ま
す
。

一60一
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ポ
ス
ト
が
来
た
！

　
　
　
1
婦
人
会
で
の
話
し
合
い
か
ら
実
現
－
ー

　
出
か
せ
ぎ
の

家
族
に
手
紙
を

出
す
に
つ
け
て

も
、
い
ち
い
ち

隣
り
部
落
ま
で

行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
が

何
と
し
て
も
や

つ
か
い
だ
。
学

校
生
徒
に
出
し

て
も
ら
う
の
も

い
い
が
、
や
つ

ば
り
自
分
の
部

落
に
ポ
ス
ト
が

ほ
し
い
。

　
去
年
の
冬
、

流
十
子
平
の
婦

人
会
で
「
百
万
人
の
話
し
合

い
」
の
と
き
、
こ
う
い
う
要
求

が
み
ん
な
か
ら
出
さ
れ
た
。

　
そ
れ
で
町
の
婦
人
会
役
員
会

で
は
、
こ
の
こ
と
を
局
長
さ
ん

に
お
ね
が
い
す
る
こ
と
に
な
り

十
一
月
九
日
会
長
、
副
会
長
、

支
部
長
、
事
務
局
の
四
人
が
郵

便
局
へ
行
つ
た
。

一
一
甲
一
一
一
一
一
一
＝
顧
一
囎
＝
脚
＝
勒
一
＝
一
騨
一
鱒
一
＝
喝
＝
一
一
ロ
＝
＝
一
一
＝
一
一
一
－
隔
’
＝
鱒
唱
需

　
局
長
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
の
御
』

要
望
は
え
ん
り
よ
な
く
持
つ
て
、

、
来
て
下
さ
い
。
局
と
し
て
も
五
『

十
子
平
に
は
ボ
ス
ト
が
必
要
だ
…

と
考
え
て
い
ま
し
た
。
婦
人
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

で
相
談
し
て
ボ
ス
ト
を
つ
け
る
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濾
離
幽

と
り
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た

切
r
、
葉
書
の
弔
販
売
所
も
、
つ

「
く
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。
婦
、

人
会
長
の
村
山
チ
キ
さ
ん
は

「
学
校
の
坐
徒
や
町
へ
出
る
人
一

や
郵
便
屋
、
さ
ん
に
お
ね
が
い
し

て
い
た
手
紙
や
切
壬
を
こ
ん
ど

は
自
分
の
部
落
で
自
分
で
出
せ
・

る
よ
う
に
な
つ
て
ほ
ん
と
う
に
．

あ
り
が
た
い
。
町
や
公
民
舘
や

　
　
．
冒
、
」

ポストを迎えて

腸
豫
時
舗
競
馨
驚
謝
管
あ
り
が
と
う
ご

す
配
繹
疑
手
蕪
雛
紬
ゼ
無

て
大
喜
び
。
　
　
　
　
　
　
　
一
農
業
を
や
り
な
が
ら
安
心
し
た

ご
ら
ん
の
よ
直
作
蕃
し
生
活
の
墨
る
よ
う
な
状
學

＝
一
＝
＝
＝
閂
＝
W
＝
＝
＝
コ
一
じ
』
㍑
』
ニ
ロ
＝
＝
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
器
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

炭
焼
く
煙
の
流
れ
る
部
落

i
東
山
ー

米
と
蚕
の
二
本
足
で
、
女
衆
は
野
菜
の
計
画
栽

培
を
希
望
。
冬
期
分
校
の
屋
根
替
え
を
切
望
。

　
こ
の
部
落
の

東
側
を
、
南
か

ら
北
へ
下
る
一

本
の
漢
流
が
あ

る
。
こ
れ
を
へ

だ
て
た
真
向
い

の
山
か
広
薄
紫
．

に
、
樹
々
の
梢

を
つ
た
つ
て
煙

が
静
か
に
流
れ
て
い
る
。

　
　
減
つ
て
い
く
炭
焼
き

　
冬
に
入
つ
て
の
内
職
に
炭
を

焼
く
煙
で
あ
る
。

　
東
山
で
い
ま
炭
を
焼
く
家
は

四
軒
で
、
今
ま
で
よ
り
本
ず
つ

と
減
つ
て
き
て
い
る
と
い
う
。

部
落
長
の
渡
辺
勝
直
さ
ん
（
3
9

才
）
は

　
「
炭
焼
き
も
仲
々
大
へ
ん
な

　
仕
事
た
ん
で
す
。
汗
だ
く
で
．

　
真
つ
照
．
｛
に
ー
な
つ
て
、
釜
か
ら

　
焼
け
た
炭
を
中
つ
ば
り
出
す

　
と
き
は
熱
く
て
水
を
ヨ
，
位

　
飲
ん
で
了
う
、
、

　
　
こ
こ
は
又
場
．
所
が
悪
い
の

　
で
製
・
剛
が
出
来
て
も
箪
の
通

　
る
夏
ま
で
抱
い
で
、
い
た
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
ー
こ

だ
か
ら
炭
焼
き
は
若
い
人
に
は

な
く
四
十
才
か
ら
五
十
才
遇
y
、
5

の
膏
だ
け
に
な
つ
て
し
ま
う
。

そ
し
て
年
々
減
つ
て
ゆ
く
こ
と

に
つ
い
て

　
「
焼
い
て
詰
め
で
、
北
り
負
い
出

　
し
て
一
俵
五
、
百
数
十
円
と
い

　
う
こ
と
よ
り
も
、
日
銭
に
な

　
る
土
方
仕
事
の
方
が
籠
単
だ

　
し
率
も
い
い
と
い
う
と
で
、

　
襲
、
河
し
で
ゆ
き
ま
し
た
」

桧
之
山
町
全
鼠
．
で
今
炭
焼
き
は

十
四
人
い
る
が
、
最
盛
期
の
昭

和
二
十
六
～
七
年
頃
か
ら
み
る

皿
と
三
分
の
一
に
減
つ
て
し
ま
つ

て
い
る
の
で
あ
る
c

　
煎
落
内
で
コ
ン
ニ
ヤ
ク
の
玉

作
り
を
す
る
も
の
が
四
～
五
軒

彪
る
。
こ
の
5
ち
一
軒
は
四
十

貫
欺
売
つ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
Q

　
今
年
（
6
6
才
）
に
な
る
お
ば

あ
ち
や
ん
は

　
　
せ
つ
か
く
骨
折
つ
て
作
つ

　
て
訟
買
い
手
が
一
人
だ
か
ら

　
値
売
り
も
で
ぎ
ず
切
な
い
農

　
協
あ
た
り
で
買
い
取
つ
て
く

　
れ
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
」

今
秋
は
一
キ
・
グ
ラ
ム
六
十
七

．
造
り
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
町
．

や
公
民
舘
の
方
々
は
じ
め
、
そ

の
ほ
か
の
団
体
の
方
々
に
お
ね

が
い
し
ま
す
Q
」
と
語
つ
て
い

る
o

若
人
九
＋
名
が

盛
大
に
ク
リ
ス
マ

ス
パ
ー
テ
i

若
い
人
た
ち
は
殆
ど
出
か
せ

．
ぎ
に
行
つ
て
町
内
に
い
る
の
は

勤
め
人
ば
か
り
で
閑
散
と
し
て

い
る
が
、
そ
の
人
た
ち
が
合
同

し
て
ク
リ
ス
マ
ス
・
パ
ー
テ
ー

を
十
二
月
十
九
日
に
実
施
し
た

　
役
場
、
郵
便
局
、
農
協
、
学

校
、
商
店
、
旅
舘
そ
れ
に
地
す

べ
り
の
工
事
に
来
て
い
る
会
社

の
若
い
人
た
ち
な
ど
九
〇
名

　
（
お
よ
そ
男
女
半
々
）
ほ
ど

が
町
内
各
施
か
ら
七
・
八
キ
ロ

の
遠
方
か
ら
も
．
雪
冶
｝
を
徒
歩
で

や
つ
て
来
て
松
之
山
小
学
校
で
．

パ
ー
テ
ー
を
も
つ
た
Q

　
会
場
は
花
や
テ
ー
プ
で
き
れ

い
に
飾
り
つ
け
ら
れ
、
ク
リ
ス

。
マ
ス
ケ
ー
キ
、
果
物
、
ジ
ユ
ー

ス
な
ど
整
然
と
な
ら
ん
で
い
る

上
を
全
員
の
手
か
ら
一
斎
に
ク

＝
一
＝
一
甲
＝
一
＝
榊
噌
＝
－
＝
一
一
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
＝
一
＝
噌
＝
薗
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
一
＝

羅
隠
越
謄
竺
れ
鶴
継
融
「
農

ラ
ツ
カ
7
が
と
ぶ
。

　
バ
ン
パ
ン
と
勢
の
い
い
音
と

共
に
赤
、
青
、
黄
、
緑
．
白
の

テ
ー
プ
が
糸
柳
の
よ
う
に
、
無

数
に
た
れ
下
が
る
。

　
会
場
に
は
ど
つ
と
若
さ
が
あ

ふ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
謡
吻
＝
一
一
一
一
一
騨
一
麗
層
一
一
申
”
圓
一
一

山にもこんなに素晴らしい息吹がある（クリスマスパー一テイで写す）

行
政
の
苦
情
は
行
政

相
談
委
員
の
窓
ロ
ヘ

　
私
達
は
役
所
の
や
り
方
に
つ

い
て
、
納
得
で
き
な
い
こ
と
が

数
々
あ
り
ま
す
。
こ
の
不
平
、

不
満
を
解
決
し
て
く
れ
る
「
行

政
苦
情
相
談
」
の
制
度
が
あ
り

ま
す
。
ど
な
に
も
こ
の
制
度
を

気
軽
に
利
用
で
ぎ
る
よ
う
新
潟

行
政
監
察
局
お
よ
び
行
政
相
談

委
貝
の
と
こ
ろ
に
窓
口
を
開
い

て
お
り
ま
す
か
ら
、
お
困
り
の

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
遠

慮
な
く
お
申
し
出
下
さ
い
。

　
撚
之
ゆ
町
の
行
政
湘
談
委
貝

否
鮎
雛
酷
讐

『
祉
会
保
障
の
問
題

　

一　
生
活
保
護
、
母
子
福
祉
、
児

　
童
福
祉
、
精
神
衛
牛
、
、
社
く
、
ム

一

一
保
険

爵
鉱
川
等
の
聞
題

　
衣
官
及
び
軍
人
恩
給
、
軍
人

　
遺
家
族
及
び
留
守
家
旅
の
援

　
護

ワ
パ
．
ゆ
他
の
悶
題

　
農
地
、
治
水
、
道
路
、
河
川

一
災
害
復
旧
、
曲
皿
　
　
　
、
教

一
　
育
、
衛
生
、
登
㍗
、
山
、
税
金

た
だ
し
裁
判
所
で
行
う
業
務
の

ド
取
扱
い
は
で
き
ま
せ
ん
。

た
ば
こ
耕
作
の
概
要

　
昭
和
四
十
年
度
は
十
九
、
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル

い
）特

に
施
設
を
要
し
な
い
で
一
作

を
も
つ
て
決
算
が
出
来
る
9

欠
点

耕
作
面
積
は
許
可
制
で
あ
り
無

制
限
に
耕
出
米
な
い
。

軽
労
働
で
あ
る
が
労
力
が
必
要

　（

一
〇
ア
ー
ル
当
り
六
〇
人
～

七
〇
人
）

機
械
力
竿
に
よ
る
省
刀
に
限
．
度

が
あ
る
Q

一
以
上
特
質
の
概
要
で
す
。

　
若
者
た
ち
は
歌
に
ゲ
ー
ム
に

フ
オ
ー
ク
ダ
ン
ス
に
約
四
時
間

ば
か
り
寒
む
さ
を
吹
き
と
ば
し
．

て
は
し
や
ぎ
に
は
し
や
い
で
親

睦
と
友
好
を
深
め
一
夜
を
有
意

義
に
過
し
て
解
散
し
て
い
つ

た
。

一
鞘
尊
一
鱒
H
■
二
一
”
二
陶
…
㍑
リ
ニ
『
；
騨

協
で
小
生
産
者
に
対
し
て
コ
ン

ニ
ヤ
ク
だ
け
で
な
く
て
、
ほ
か

の
野
菜
に
つ
い
て
も
、
種
子
の

あ
つ
せ
ん
か
ら
冗
い
．
取
り
ま
で

計
醐
的
に
出
来
な
い
も
の
で
し

よ
5
か
」
と
切
々
に
訴
え
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
　
園
く
結
ん
だ
米
と
蚕

　
こ
こ
で
農
業
を
営
む
こ
と
に

つ
い
．
て
も
う
一
人
の
渡
辺
さ
ん

（
6
3
才
）
は

　
「
私
は
な
ん
と
し
て
も
農
道

　
の
整
備
が
第
一
だ
と
思
つ
て

　
い
る
。
部
落
内
で
m
ん
ぼ
へ

　
行
く
の
に
リ
ヤ
カ
！
を
使
え

　
る
の
は
二
戸
し
か
な
い
右
様

　
だ
か
ら
」

　
「
米
の
つ
ぎ
は
、
や
は
り
蚕

　
港
や
な
い
か
」
と
も
い
う

蚕
の
飼
育
者
分
布
は
六
十
六
％

で
町
内
で
一
番
高
く
掃
立
量
は

一
戸
平
均
十
ゲ
ラ
ム
と
な
つ
て

い
る
。

　
町
全
体
で
は
昭
和
三
十
年
に

比
べ
蚕
の
飼
育
率
は
四
十
二
％

　
特
川
作
物
と
し
て
昭
和
三
十

八
年
よ
り
新
規
導
入
し
た
葉
た

ば
こ
耕
作
も
二
年
目
の
収
納
も

終
r
し
た
の
で
そ
の
概
、
要
を
、

お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　
葉
た
ば
こ
耕
作
は
本
町
の
畑

作
目
と
し
て
唯
一
の
換
金
作
物

と
し
て
導
入
し
ま
し
た
が
そ
の

特
質
を
上
げ
る
と
次
の
通
り
で

恥
9
0

利
点

労
働
投
ド
の
面
で
は
稲
作
と
競

合
し
な
い
．

全
量
買
L
げ
と
価
格
が
安
定
し

て
い
る
。

軽
労
働
と
構
内
作
業
が
多
く
家

族
労
作
が
容
易
で
あ
る
（
年
寄

子
供
等
の
出
来
る
作
物
が
多

害
風
害
に
よ
る
折
損
、
倒
伏
と

九
月
の
、
長
雨
の
た
め
乾
燥
に
も

困
難
を
ぎ
た
し
予
想
以
上
の
減

収
と
な
り
ま
し
た
が
・
眼
質
に
お

い
て
は
別
表
の
示
す
通
り
初
年

度
よ
り
品
質
が
よ
く
な
り
単
価

の
面
に
お
い
て
減
収
を
最
少
限

度
に
お
さ
え
た
事
は
耕
作
者
の

努
力
の
賜
と
思
い
ま
す
。

永
年
作
付
し
て
い
る
主
産
地
に

お
い
て
も
十
年
～
十
五
年
ぶ
り

＠
昭
和
三
十
九
年
度
の
成
績
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に
激
減
し
て
い
る
が
こ
こ
の
部

落
で
の
養
．
蚕
の
足
ど
り
は
固
く

米
と
結
ん
で
農
家
経
済
に
大
き

な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
わ

・
け
f
あ
る
。

賃
金
、
塚
ぎ
と
い
つ
て
も
．
地
の

り
か
ら
い
つ
て
中
々
い
い
条
件

に
も
恵
ま
れ
な
い
か
ら

　
「
米
と
蚕
、
そ
れ
に
牛
の
仔

　
取
り
で
な
ん
と
か
し
て
ゆ
き

　
た
い
」

と
一
同
は
同
意
見
で
あ
る
。

　
雪
中
分
校
の
屋
根
を
ト
タ

　
ン
に
し
て
も
ら
い
た
い

部
落
の
中
央
に
く
ず
屋
根
の
小

さ
な
ξ
中
分
校
が
あ
る
、
こ
の

く
ず
屋
根
の
改
修
の
時
期
が
来

て
い
る
の
で
出
来
た
ら
ト
タ
ン

に
張
り
換
え
た
い
と
部
落
で
は

衆
議
一
決
し
て
い
る
。

　
「
屋
根
替
え
に
七
～
八
万
円

　
は
か
か
る
と
思
5
、
町
長
さ

　
ん
に
は
陳
情
書
を
出
し
て
お

　
き
ま
し
た
が
」

取
り
上
げ
て
も
ら
え
る
か
ど
う

か　
「
中
学
生
は
東
川
で
泊
め
て

　
も
ら
つ
て
い
る
か
ら
心
配
は

　
な
い
が
、
小
学
生
が
吹
雪
中

　
登
校
す
そ
こ
と
は
と
て
も
無

　
理
だ
」

だ
か
ら
冬
季
分
校
は
屋
根
を
改
、

修
し
て
存
続
し
て
も
ら
は
ね
ば

大
変
だ
と
い
っ
て
い
る
．

　
詐
校
ー
医
師
－
助
産
婦
と
孤
「

古
し
た
部
落
の
悩
み
は
比
積
し

て
い
る
。

　
び
つ
こ
を
引
き
．
な
が
ら

　
出
稼
へ
行
く
人
も
あ
る

　
束
山
か
ら
松
之
山
の
地
す
べ

り
工
事
へ
六
人
、
こ
の
ほ
か
県

．
外
へ
五
人
の
出
稼
者
が
あ
る
。

　
或
る
家
の
主
人
は
昨
年
の
出

稼
先
で
足
を
痛
め
、
ま
だ
癒
つ

て
い
な
い
の
に
、
び
つ
こ
を
引

ぎ
乍
ら
暮
に
長
野
県
へ
出
稼
し

て
い
つ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
高
度
成
長
政
策
の
中
で
、
零

細
農
家
は
余
儀
な
く
日
雇
い
労

働
者
に
変
つ
て
行
ぎ
、
馴
れ
な

昭
和
三
＋
九
年
度
の
作
柄
は
初

『
期
霧
育
姥
較
豊
好
で
し

た
が
六
月
中
旬
よ
り
七
月
中
旬

簸
糊
犠
胴
罐
麟
億

　
　
　
　
　
　
呂
コ
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
一
＝
噌

一
い
作
業
の
中
で
労
働
災
害
の
被

『
災
誉
、
年
々
跡
を
た
た
な
い

皿
よ
う
で
あ
る
．

皿
　
「
農
村
の
不
況
も
ザ
て
う
い
つ

　
迄
も
続
か
な
い
と
思
う
。

一
　
叉
よ
い
め
ぐ
り
も
必
ず
来
る

㎝
　
こ
と
で
し
よ
う
か
ら
」

㎜
と
年
と
つ
た
渡
辺
さ
ん
は
思
い

一
出
し
た
よ
う
に
キ
セ
ル
に
煙
草

を
固
め
な
が
ら
い
い
、
袷
ば
あ

ち
や
ん
が
含
い
槌
を
う
つ

『
　
尊
い
汗
の
臭
を
む
だ

　
　
に
し
て
は
い
け
な
い

　
す
ぐ
真
向
い
の
山
か
ら
炭
の

『
原
木
を
割
る
オ
ノ
の
音
が
に
ぶ

τ
野
て
く
る
．

「
　
い
つ
か
来
る
よ
い
め
ぐ
り
を

㎜
祈
念
し
な
が
ら
ハ
ツ
シ
を
打
ち

募
ろ
す
オ
ノ
の
雍
り
張
り

講
隻
え
る
醍
の
柱
の
一

皿
っ
で
あ
り
、
そ
こ
に
に
じ
む
尊

『
い
汗
の
臭
を
私
達
は
決
し
て
無

駄
に
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。

・
の
不
作
と
聞
い
て
い
ま
す
こ
れ

に
座
折
す
る
こ
と
な
く
一
層
の

御
努
力
を
御
願
い
致
し
ま
す
。

今
後
の
た
ば
こ
耕
作
に
つ
い
て

従
来
の
た
ば
こ
耕
作
は
多
く
の

労
力
を
投
入
し
き
わ
め
て
集
約

的
に
行
わ
れ
て
来
ま
し
た
が
最

…
近
の
農
業
構
造
が
大
き
く
変
化

『
つ
つ
あ
窺
在
蔭
こ
搾

『
つ
い
て
畠
来
る
藷
暑

示
を
忠
と
し
て
近
代
化
轟

皿
し
す
す
め
労
働
報
酬
を
増
加
し

…
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
そ
の
皿
環
と
し
て
今
後
電
熱
温

薫
に
よ
る
苗
作
り
、
集
団
共
同

、
育
苗
を
推
進
し
葡
床
と
出
稼
の

一
競
A
口
を
さ
け
今
後
耕
作
意
欲
の

一
昇
揚
と
共
に
耕
作
（
ワ
ク
）
の

拡
大
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

た
ば
こ
耕
作
に
つ
い
て
御
意
見

｝［
等
あ
り
ま
し
た
な
ら
ば
係
ま
で

『
知
ら
せ
不
さ
い
。

自
衛
官
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

希
望
者
は
役
場
へ

お
申
込
下
さ
い
。
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基
本
給
は
昨
年
の
一
割
増
で

　
　
　
　
　
大
阪
市
浪
連
区
河
重
産
業
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
　
　
内
　
　
文

出稼者からの手紙

　
こ
こ
は
商
都

大
阪
、
毎
日
忙

し
い
仕
事
は
明

暮
れ
て
新
春
を

迎
え
ま
し
た
。

朝
は
十
一
時
三

千
分
出
勤
夜
の

十
一
時
迄
が
勤
．

務
時
間
で
あ
る

新
潟
か
ら
は
正

月
一
ヵ
月
間
の

短
期
就
労
者
を

含
め
四
十
人
余

り
働
ら
い
て
い

ま
す
従
業
員
は
百
七
十
点
、
和

食
寿
司
う
な
ぎ
、
ふ
ぐ
料
理

な
ど
の
綜
合
食
堂
で
私
の
職
種

は
ふ
ぐ
解
体
調
理
で
あ
り
新
潟

の
人
達
の
多
く
は
季
節
的
ナ
ベ

料
理
と
し
て
寒
い
冬
に
熱
カ
ン

で
一
杯
や
り
な
が
ら
独
特
の
風

味
を
食
通
の
間
に
知
ら
れ
る
、

ふ
ぐ
料
理
に
関
係
し
た
仕
事
に

働
ら
い
て
い
ま
す
、
い
ま
大
阪

で
こ
の
種
の
店
が
七
千
軒
と
推

定
さ
れ
、
ふ
ぐ
汁
や
鯛
も
あ
る

の
に
無
分
別
に
ふ
ぐ
食
え
ば
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
雄

も
我
も
な
か
り
け
り
な
ど
と
二

つ
た
主
柳
も
あ
る
位
で
御
睡
知

の
ご
と
く
ふ
ぐ
に
は
有
毒
な
と

こ
ろ
が
あ
り
命
を
落
と
し
た
人

も
大
勢
居
り
ま
す
。
し
か
し
現

在
で
は
衛
生
設
備
も
完
備
し
有

毒
箇
所
を
除
去
さ
い
す
れ
ば
絶

対
に
大
女
夫
と
化
掌
的
に
も
解

明
さ
れ
て
い
ま
す
、
技
術
経
験

年
数
等
給
与
は
異
り
ま
す
が
茎

本
給
で
昨
年
の
一
割
増
の
べ
！

ス
ア
ッ
ブ
に
落
付
ぎ
ま
し
た
、

物
値
の
高
謄
か
ら
し
て
当
然
で

は
あ
る
が
一
般
的
に
は
不
景
気

で
レ
ジ
ヤ
ー
等
金
の
出
費
用
途

も
仲
々
計
画
的
に
な
つ
て
い
ま

す
の
で
こ
の
程
度
で
仕
方
な
い

と
思
つ
て
い
ま
す
。
ボ
ー
ナ
ス

は
一
月
に
支
給
さ
れ
る
が
配
月

の
売
上
威
積
に
よ
つ
て
増
減
が

あ
る
の
で
張
切
つ
て
劃
い
る
が

吾
々
季
節
は
何
と
し
て
も
不
利

な
と
こ
ろ
も
多
い
の
で
す
。
だ

が
今
年
こ
そ
は
と
み
ん
な
頑
．
張

つ
て
お
り
ま
す
。
各
地
で
御
活

躍
の
皆
様
又
雪
深
い
故
郷
で
留

巣
を
守
つ
て
い
る
皆
様
御
健
康

で
幸
福
と
．
平
和
な
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
御
努
力
あ
ら
ん
こ
と
を

念
じ
な
が
ら
筆
を
お
か
せ
て
頂

き
ま
す
。

精
米
は
楽
な
仕
事
で
す

　
　
愛
知
県
西
城
市
神
杉
酒
造
株
式
会
社

　
　
　
　
　
就
学
者
相
沢
久
男

　
松
之
山
の
皆
々
様
お
変
り
な

く
お
過
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す

私
た
ち
一
同
も
元
気
で
仕
事
に

励
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
こ
愛
知

県
は
今
、
三
月
頃
の
気
候
で
す

こ
こ
の
酒
造
会
社
で
は
松
之
山

か
ら
六
名
来
て
お
り
そ
の
作
業

は
精
米
機
を
便
い
精
米
を
す
る

こ
と
な
の
で
す
が
仕
事
と
し
て

は
楽
な
方
で
す
、
こ
の
う
ち
一

躍
進
す
る
松
之
山
高
校

　
　
進
学
、
就
職
の
た
め
普
通
科
も
設
置

　
「
松
之
山
町
は
、
日
本
一
の
た
め
の
普
通
科
も
設
置
さ
れ
た

地
す
ぺ
り
地
帯
と
し
て
つ
と
に
こ
と
で
も
あ
り
、
も
つ
と
町
の

有
名
で
あ
る
が
、
も
う
一
つ
日
高
校
の
発
展
の
た
め
、
ひ
い
て

本
一
を
誇
る
も
の
が
あ
る
。
そ
は
地
す
べ
り
災
害
よ
り
立
ち
あ

れ
は
高
校
に
お
け
る
大
学
進
学
が
り
、
町
を
再
建
さ
せ
る
た
め

率
で
喫
る
」
ー
こ
れ
は
新
潟
に
町
の
高
校
を
み
つ
め
少
な
い

日
報
が
県
干
の
す
ぐ
れ
た
小
、
　
経
費
で
、
し
か
も
自
宅
か
ら
通

中
、
高
校
を
紹
介
し
た
「
話
題
学
で
き
、
定
時
制
と
は
い
え
全

の
学
校
」
の
書
き
出
し
で
あ
る
日
制
同
様
な
課
程
と
運
営
で
摺

が
、
県
下
七
十
五
の
定
時
制
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
間
で
実
質
的
に
卒
業
で
き
、

校
中
最
高
の
職
員
数
と
生
徒
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卒
業
後
の
資
格
も
全
日
制
と
全

を
も
ち
、
生
徒
の
学
習
成
績
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
同
じ
く
、
そ
の
上
農
家
で
は

ス
ポ
ー
ツ
、
産
業
教
育
と
も
県

下
屈
指
の
存
在
と
し
て
知
ら
れ
農
繁
期
休
暇
（
春
秋
合
わ
せ
て

た
び
た
び
新
聞
に
報
導
さ
れ
・
　
七
週
間
）
で
農
業
を
、
非
農
家

T
V
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
　
で
は
保
育
所
保
母
な
ど
の
手
伝

な
鶴
畦
聴
蟷
麓
筋
斎
繧
獅
舞
杯
雛
舗
綾

中
学
卒
業
生
が
多
少
あ
る
が
、
　
っ
町
の
高
校
へ
入
学
さ
せ
た
い

昨
年
よ
り
大
学
進
学
や
就
職
の
一
も
の
で
あ
る
。
　
（
高
校
よ
り

ほ
か
五
名

人
は
釜
や
さ
ん
で
米
を
蒸
す
担

当
で
す
。
食
事
も
よ
く
毎
晩
の

晩
酌
を
や
り
な
が
ら
ふ
る
さ
と

の
話
し
に
花
を
知
か
す
て
い
ま

す
。
　
（
写
真
は
神
杉
酒
造
）

昨
年
よ
り
不
景
気

名
古
屋
市
K
K
八
木
製
作
所

　
　
　
　
　
佐
藤
文
和

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
三
名

　
松
之
山
町
の
皆
さ
ん
今
年
こ

そ
地
辻
り
も
止
り
明
か
る
い
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す

名
古
屋
の
八
木
製
作
所
よ
り
便

り
を
差
し
上
げ
る
も
の
で
す
が

涌
井
、
山
ロ
ー
田
辺
、
故
郷
の

こ
と
を
想
ひ
な
が
ら
天
気
に
て

頑
張
つ
て
お
り
ま
す
、
仕
事
は

電
機
、
架
線
、
金
物
の
製
造
が

主
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
よ
り

や
や
不
景
気
の
よ
う
で
あ
り
ま

．
す
、
少
し
気
に
な
る
こ
と
は
食

事
で
す
。
会
社
に
は
鉄
工
組
合

と
云
う
も
の
が
あ
り
、
そ
の
組

和
で
作
つ
た
も
の
を
我
々
寮
生

が
食
べ
る
の
で
、
残
業
も
終
え

て
で
す
。
だ
が
食
費
は
安
く
あ

ま
り
わ
が
ま
ま
も
云
え
ず
何
と

か
う
ま
く
食
べ
る
工
夫
を
し
て

い
ま
す
。
故
郷
の
み
な
さ
ん
と

は
花
の
便
り
が
あ
る
頃
、
元
気

な
姿
を
夢
見
て
お
り
ま
す
。

　
チ
ヤ
ル
メ
ラ
を

　
泣
か
せ
て
十
五
年

　
　
東
京
足
立
区

　
　
　
　
高
沢
鉄
夫

　
東
京
の
夜
の
星
の
下
で
チ
ヤ

町の畜産とその問題撫

中産技術

　
農
業
の
変
動
は
実
に
目
ま
ぐ

る
し
い
が
、
な
か
ん
ず
く
畜
産

は
他
の
追
従
を
許
さ
な
い
存
在

で
あ
る
。
技
肉
キ
一
当
り
四
百

田
台
の
も
の
が
、
数
ヵ
月
も
・

だ
な
い
う
ち
に
二
百
円
台
に
暴

落
す
る
と
い
つ
た
、
豚
肉
が
そ

の
端
的
な
例
で
あ
る
。

　
し
か
し
畜
産
は
、
絶
え
ず
変

動
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
一
歩

一
歩
前
進
し
て
き
た
o
松
之
山

町
の
ば
あ
い
、
昭
和
三
十
年
か

ら
三
十
九
年
ま
で
の
九
年
間
に

和
牛
の
飼
養
頭
数
は
七
七
九
頭

か
ら
八
八
七
頭
に
、
対
三
十
年

比
一
二
二
、
九
に
増
加
し
、
年

率
一
、
五
％
で
伸
び
マ
．
き
た
。

家
畜
単
位
数
で
み
る
と
、
八
三

〇
か
ら
一
〇
二
九
・
対
三
十
年

比
二
一
四
、
O
）
に
増
え
、
こ

ル
メ
ラ
を
暗
か
せ
て
十
五
年
、

人
さ
ま
の
考
え
て
い
る
程
も
う

か
ら
な
い
し
又
楽
で
も
な
い
、

早
く
足
を
洗
お
う
と
思
い
つ
つ

又
今
年
も
十
年
以
上
の
ベ
テ
ラ

ん
諸
君
も
今
年
も
健
在
で
上
京

保
健
所
な
ど
の
手
続
も
終
り
ほ

つ
と
一
息
、
叉
新
ら
し
い
商
売

コ
ー
ス
開
拓
に
一
苦
労
。
夜
道

で
迷
子
に
な
り
用
圃
の
中
に
出

て
し
ま
い
、
は
て
こ
こ
も
東
京

か
な
と
思
う
程
淋
し
い
所
も
あ

り
ま
す
。
話
し
に
聞
く
越
後
人

は
生
命
よ
り
金
だ
な
ん
て
云
い

ま
す
が
、
そ
う
か
ん
た
ん
に
は

掴
め
そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
は
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
率
二
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
％
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
伸
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
は
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
九
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
間
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
頭
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
割
弱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
頭
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ん
羊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
五
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
頭
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
一
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
分
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
臥
絵

戦
繍
轡
が
裁
潔
鄭

を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
地
位
が
高
ま
る
畜
産
収
入

　
　
　
　
　
　
　
三
＋
七
年
の

二
一
、
一
％
（
二
五
、
九
六
七

千
円
）
か
ら
三
十
八
年
の
一

二
、
八
％
（
二
八
、
八
八
五
千

円
）
へ
と
、
そ
の
地
位
が
高
ま

つ
て
い
る
。

松
代
家
畜
而
場
の
取
り
引
き

　
松
代
家
畜
市
場
の
子
牛
取
引

成
績
の
推
移
を
み
る
と
、
取
引

頭
数
で
は
昭
和
三
十
年
の
四
一

六
頭
か
ら
五
九
七
頭
と
四
三
、

五
％
の
増
加
で
年
率
四
、
八
％

の
伸
び
率
、
取
引
金
額
で
は
、

一
〇
、
六
六
八
千
円
か
ら
二

一
、
二
九
八
千
ヨ
ヘ
と
九
九
、

七
％
の
増
加
で
、
年
率
一
一
、
一
褒
救
ず
も
の
と
し
て
注
目
し
て

一
％
の
伸
び
率
で
あ
る
．
こ
の
㎜
よ
い
．

取
引
金
額
の
伸
び
率
は
、
全
．
国
一
県
で
優
秀
賞
二
席
に

の
肉
用
牛
の
生
産
の
伸
び
率
一
　
ま
た
、
さ
る
三
十
八
年
十
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
三
＋
年
か
ら
三
十
八
年
ま
（
、
7
新
発
田
市
で
開
か
れ
た
第
五
回

の
八
年
間
）
一
一
、
二
％
と
コ
新
潟
県
畜
産
共
進
会
に
出
品
し

致
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
一
た
S
さ
ん
飼
育
の
よ
し
え
号

　
こ
の
家
畜
市
場
で
認
定
し
て
一
へ
黒
毛
和
種
雌
牛
）
が
み
ご
と

い
る
〃
く
び
き
牛
〃
の
入
場
頭
鳥
．
秀
賞
二
席
に
入
賞
し
た
こ
と

数
に
対
す
る
割
合
が
、
三
十
六
｝
同
じ
年
の
＋
月
と
十
一
月
に
新

年
の
五
、
一
％
か
ら
三
十
九
年
．
井
市
お
よ
び
糸
魚
川
市
を
会
場

語
顧
麟
疵
騰
魁
麺
稀
翻
鱗
轄
鑛
露

「琶イ
＝
…
多
…
…
鴫
＝
’
≡
≡
＝
ど
＝
三
9
三
…
∋
働
三
＝
蓄
’
≡
…
…
三
噂
…
ヨ
…
…
一
＝
、
…
…
…
三
…
一

こ
と
し
の
稲
作
か

ら
感
じ
た
こ
と

農
業
改
良
普
及
員
樋

全
国
的
に
は
史
上
二
番
目
の
ぎ
く
、

大
豊
作
と
い
わ
れ
な
が
ら
も
悪

天
候
に
災
い
さ
れ
、
満
足
す
べ

き
結
果
は
得
ら
れ
な
か
つ
た
。

　
し
か
し
（
表
一
）
が
し
め
す

よ
5
に
、
こ
こ
数
年
売
渡
米
は

数
字
の
上
で
は
増
え
て
い
る
が

必
ず
し
も
手
離
し
で
喜
べ
な
い

と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
。

　
作
柄
は
地
域
に
よ
り
個
人
に

よ
り
不
安
定
で
あ
り
、
折
角
盛

一
上
つ
で
来
た
農
業
に
対
す
る
意

欲
も
最
近
は
自
然
災
害
に
よ
り

或
い
は
農
業
政
策
に
よ
つ
て
浮

一
動
し
て
い
る
よ
岳
菱
る

三
ち
や
ん
農
業
は
益
々
強
く
あ

ら
わ
れ
後
継
者
対
策
に
も
悩
ん

一
で
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
今
年

の
作
柄
を
反
省
し
な
が
ら
来
る

農
業
収
入
に
占
め
る
畜
産
収
年
の
重
点
を
い
く
つ
か
拾
つ
て

人
の
割
合
で
は
、

一
見
た
い
。

一
①
苗
代

一
苗
代
時
期
の
気
候
変
化
は
大

●

嶋
ゼ

ロ
　
重
　
雄

本
田
の
作
業
計
画
が
立

．
た
な
い
ま
ま
に
苗
代
を
急
ぐ
こ

一
と
は
、
や
や
も
す
る
と
伸
び
過

罫
田
嘉
え
る
こ
と
髪
り
や

一
す
い
の
で
順
応
性
の
あ
る
薄
ま

一
き
苗
代
を
奨
め
た
い
。
ま
た
苗

㎜
の
良
し
悪
し
は
作
柄
に
大
き
く

…
響
く
の
で
水
苗
代
は
絶
体
に
や

一
め
て
健
苗
を
つ
く
る
よ
う
に
し

一
た
い
し

一
②
栽
植
密
度

』
最
近
省
力
ム
ー
ド
に
の
つ
て

｝
か
疎
植
が
口
立
つ
て
い
る
が
多

下
田
控
手
間
家
け
て
も
・

て
い
ね
い
に
そ
し
て
細
か
に
植

え
る
よ
う
に
し
た
い
。

（
表
二
）
は
浦
田
地
区
農
研
ク

ラ
ブ
で
毎
年
坪
刈
調
査
を
や
っ

て
い
る
水
稲
多
収
穫
共
進
会
の

成
績
か
ら
抜
粋
し
た
も
の
で
あ

る
が
近
年
の
疎
密
傾
向
が
現
わ

れ
て
お
り
密
植
の
方
に
収
量
が

多
か
つ
た
こ
と
も
こ
の
表
で
教

（表1）

　年による米の売渡し

売渡し俵数1摘要

　39，8321
　　　　　1
　37，6281
　　　　　1

　36，e46
　35，1ε81

灘　現在

　32，5181
　3・，4181

　25，095！

年度別

Sへ34

S～3ア

Sへ36

S、38

s、39

Sへ35

8へ33

S～30

S～32

．
優
秀
賞
、
子
牛
の
部
に
優
秀
賞

二
席
、
本
年
十
一
月
に
大
阪
市

食
肉
卸
開
市
場
で
開
催
さ
れ
た

『
第
九
i
新
潟
県
肥
育
牛
共
励
会

で
優
良
賞
に
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
し

た
こ
と
な
ど
は
、
松
之
山
和
牛

史
上
に
特
筆
さ
れ
て
よ
い
出
来

華
あ
ろ
う
・

薪
牛
も
昊
姦
階
に

一
　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
総
家
畜

単
位
数
の
八
O
％
以
上
を
占
め

る
よ
う
に
な
つ
た
和
牛
も
、
今

｝
や
重
大
な
段
階
を
迎
え
て
い
る

＝

と
二
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な
つ
た

　
畜
産
物
の
価
格
の
変
動
が
激

し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ

ま
で
伸
び
て
き
た
の
は
、
稲
作

に
支
え
ら
れ
て
き
た
お
か
げ
と

い
え
る
。
和
牛
は
稲
作
と
補
完

的
関
係
に
結
び
合
つ
て
は
じ
め

て
、
そ
の
役
割
を
果
た
し
得
た

だ
か
ら
そ
の
生
産
性
が
家
族
労

働
一
日
当
り
労
働
報
酬
が
一
二

八
円
戸
三
十
九
年
三
月
、
農
林

省
統
計
調
査
部
畜
産
物
生
産
費

調
査
）
と
い
う
低
収
益
で
も
よ

か
つ
だ
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
の

和
碁
経
営
に
お
い
て
は
（
ど
の

よ
う
な
経
営
形
態
に
よ
つ
て
、

い
か
に
経
済
性
を
高
め
て
い
く

か
が
、
中
心
課
題
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
Q

　
こ
こ
ま
で
考
え
て
く
る
と
、

飼
育
規
模
拡
大
の
問
題
に
ぶ
つ

か
る
が
、
こ
れ
に
は
、
飼
料
資

源
的
経
営
基
盤
と
就
業
構
造
の

不
安
定
の
二
点
か
ら
考
察
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。

…
…
＝
…
…
イ
三
一
三
イ
三
三
，
…
三
一
輔
ぎ
三
＝
…
三
三
三
噌
三
一
…
…
二
…
＝
…
’
罠
…
…
二
三
＝
…
’
一
…
三
ヂ
三
…
…
『
二
…
三
∫
≡
三
3
一
三
y

栽植密度の変化と収量（表2）

　S　～　　39
調査点数1収量比率

　　7％1　117％

　55　　　106
　28　　　100　　　　1
　10　　1　93

　S　～　38

調査点数1収量比率
　　　1
　10％1　110％
　　　「
　45　　　105
　37　　　100
　8　1　96

　S　～　36
調査点数i収量比率

　13％い06％
　52　1107
　29　　　　100

　　6　　　　91

分
数
上
株
株
下

区
辮
以
墾
以

　
　
m
株
～
～
株

　
方
　
0
4
2

　
平
3

0
3
2
2

　
え
で
い
る
Q

　
③
耕
土
培
養

　
米
が
多
く
さ
ん
と
れ
な
い
要

　因

は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
土
の

中
の
養
分
不
足
も
見
逃
せ
な
い

　
一
つ
で
あ
ろ
う
。

　
ノ
は
地
力
で
」
と
は
昔
か
ら

　
の
言
葉
で
あ
る
が
、
最
近
新
し

　
い
肥
料
が
出
て
金
肥
さ
え
や
れ

　
は
米
は
多
く
さ
ん
穫
れ
る
と
い

　う

間
違
つ
た
考
え
方
が
あ
る
。

　
そ
の
た
め
に
思
わ
ぬ
人
為
災

縫
難
確
い
経
験
の
［

噛
し

「
腹
八
分
医
者
要
ら
ず
」
ど
お
一

り
の
施
肥
に
と
ど
め
含
鉄
資
材
一

り
な
が
ら
実
施
し
て
欲
し
い
．

　
こ
れ
か
ら
の
営
農
は
個
人
の

の
施
用
と
良
質
蒲
の
準
噸
餐
の
み
で
あ
つ
て
蕩
謬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
く
評
価
す
る
こ
と
が
む
つ
力

怠
つ
て
は
な
ら
な
㌧
だ
ろ
う

（表3）

　S～39品種別被害状況
の

の

被害
％

　2

　2

　3

　3

　3

　3

　4

　4

　5

　
も
冒
、

害
た

種
ガ

　
リ
　
　
　
　
ン

被
鋤
　
　
　
ロ
サ

　
　
　
蓼
ギ

被　害　の
多かつたもの

千秋楽

リ
リ
生
号
号
号
栄

ノ
　
カ
早

ミ
ャ
　
　
レ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

ジ
　
シ
代

フ
　
コ
万
新
新
新
越

被害
％

20

17

17

16

13

10

10

10

　8

品　種

藤坂5号

たかね錦

五百万石

初祝もち

山ひびき

もち66号

十和田
ハツメノリ

日本海

　
（
表
三
）
は
人
為
災
害
の
結
果

で
あ
る
が
三
割
以
上
の
被
害

　
（
共
済
対
象
）
か
作
付
面
積
の

う
ち
何
割
位
あ
る
か
が
わ
か
る

が
共
済
対
象
に
な
ら
な
い
即
ち

表
面
に
出
な
い
面
積
が
含
ま
れ

て
い
な
い
の
で
確
実
の
も
の
で

は
な
い
が
傾
向
と
し
て
見
て
い

た
だ
き
た
い
。

上
げ
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
稲
作

を
推
し
進
め
る
に
当
つ
て
は
、

土
地
の
生
産
性
を
上
げ
る
と
同

時
に
、
生
産
費
を
減
ら
し
労
働

の
価
値
を
生
み
出
す
創
意
工
夫

が
技
術
と
並
行
し
て
と
り
い
れ

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
最
近
兼
業
化
が
進
み
農
業
労

働
力
が
不
足
に
な
る
に
つ
れ
省

力
栽
培
か
と
り
あ
げ
ら
れ
、
不

耕
起
移
植
栽
培
、
直
播
栽
培
な

ど
普
及
し
て
来
た
が
、
こ
れ
ら
．

は
土
地
環
境
や
労
力
条
件
を
考

え
て
指
導
者
と
十
分
連
絡
を
と

一
　
以
上
い
く
つ
か
の
問
題
点
を

し
く
、
地
域
ぐ
る
み
で
或
は
協

業
で
事
業
を
持
つ
こ
と
を
進
め

た
い
。

　
中
坪
で
は
部
落
ぐ
る
み
の

　
「
集
団
栽
培
」
に
踏
切
り
共
同

苗
代
の
設
置
を
始
め
作
業
協
同

を
計
画
し
て
い
る
が
、
地
域
全

体
の
生
産
の
向
上
と
産
米
改
善

の
点
か
ら
期
待
が
も
た
れ
、
浦

田
地
区
で
も
渋
海
川
沿
岸
一
帯

に
か
け
て
「
稲
作
総
合
改
善

地
」
を
設
け
地
域
の
安
定
稲
作

推
進
を
本
年
か
ら
取
上
げ
る
動

き
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
四
方

箋
と
し
て
期
待
し
て
い
る
。
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